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災害時における在宅難病患者への保健所保健婦による

対応について
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目的　保健所保健婦による在宅難病患者への震災時対策の課題を明らかにして，災害時の難病患

者への対応について検討することを目的に調査した。

方法　調査の対象は激震地であった神戸市東灘区の保健所保健婦1人と，比較的被害の小さかっ

た中央区の保健所保健婦2人で，1996年8月，中央区保健所において，約2時間のグループ

・インタビューを行った。インタビュー内容はその場で筆記するとともにテープレコーダー

に録音し，後日，テープの内容を逐語的に記述した。それらのデータをもとに，被災時の保

健婦活動と難病患者の状況を被災直後と被災後3日目以降に分けて整理するとともに，訪問

活動に焦点を絞り整理し，在宅難病患者を支援するうえで生じた問題とその背景を分析し

た。その後，在宅難病患者への災害の負の影響を減少させるような対策について検討した。

結果　保健婦による在宅神経難病患者への被災後の対応の立ち遅れが判明した。特に被災後約3

日間は，交通路の遮断や職員自身の被災のため保健婦の出勤が困難あるいは不可能であった

ことと，出勤した保健婦は，地域住民が保健所に期待した機能である救護活動や救援物資の

分配・運搬におわれたことから，保健婦による難病患者への対応が遅れた。難病患者の台帳

がなく，緊急時訪問の優先順位も決まっていなかったことも，難病患者への対応の遅れに大

きく影響していた。そして，難病患者の在宅支援には他の組織や機関が関わっていることが

多いため，平時から保健所保健婦と難病患者の関わりが薄く，また保健婦と難病患者を支援

するさまざまな組織との連絡・連携が不十分であったことも，難病患者への対応の遅れに影

響していた。その他に，難病患者への対応が遅れた要因として，保健婦が他機関やボランテ

ィアなどの連絡調整におわれたことがあった。

結論　以上のことから，災害時の在宅難病患者への対策として，①自主的な災害対策についての

教育啓蒙活動を行っていくこと，②患者台帳を作成し，患者および緊急時ニードの優先順位

を把握しておくこと，③在宅難病患者の災害時緊急援助網を整備し，在宅難病患者の支援網

の一員として患者との日頃の関わりを強化するとともに，他の支援団体や組織などと日頃か

ら連携をとっておくこと，④実際の災害発生時には安否確認の人員を確保し，在宅患者への

援助の手配が早期に，円滑にいくような体制づくりをしておくことの必要性が示唆された。

Key words : 大震災，難病患者，保健婦，災害対策




















	46_01_0071.pdf
	page1




